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住宅市街地整備計画書 

 

１．整備地区及び重点整備地区の区域 

（１）整備地区 

名 称：北千住駅東口周辺地区 

所在地：東京都足立区千住旭町１～４４番、日ノ出町１３番各地内 

面 積：約２０．７ha 

（２）重点整備地区 

名 称：北千住駅東口周辺地区 

所在地：東京都足立区千住旭町１～４４番、日ノ出町１３番各地内 

面 積：約２０．７ha 

 

２．整備地区の整備の基本的方針 

（１）整備地区の概要 

本地区は、ＪＲ常磐線、東京メトロ(千代田線･日比谷線･半蔵門線)、東武スカイツリーライ

ン、つくばエクスプレスが集中し、都内有数の交通の要衝である北千住駅の東口周辺に広がる

市街地で、駅から概ね 500ｍ以内の徒歩圏に位置する交通利便性の高い地区である。 

地区内には、日本たばこ産業(JT)社宅等跡地の土地利用転換により、平成 24 年 4 月に開学

した東京電機大学東京千住キャンパス等の大規模敷地が駅に近接しているほか、駅前から延び

るメインストリート沿いを中心に、戦後発展してきた商店街（路線型商店街）が形成されてい

る。また周辺は、区立小学校等の教育施設が複数立地するとともに、木造住宅等が密集する既

成市街地が形成されている。 

 

（２）整備地区の課題 

・北千住駅東口周辺は、ポテンシャルの高い立地条件を備えているものの、西口周辺に比べて

土地の高度利用や都市基盤の整備が遅れている。このため、駅に近接する大規模敷地の土地

利用転換を適切に誘導し、教育・研究・文化・交流・都市型居住機能が複合した、駅周辺の

「広域拠点」の形成に寄与していくことが必要である。 

・東口駅前では、現状の路線型商店街の賑わいを維持しながら、駅周辺の交通結節点としての

機能や防災機能の確保を早期に図るため、主要道路ネットワークの整備を促進していくこと

が必要である。 

・細街路に面して老朽化した木造住宅等が広がる既成市街地においては、公園緑地等の空地が

不足しており、居住環境を改善し、防災性の向上を図っていくことが必要である。 

 

（３）整備地区の整備の方針 

足立区ユニバーサルデザインのまちづくり条例及び地区環境整備計画に基づき策定した、千

住旭町地区まちづくり計画による将来像「下町情緒と新しい街並みが調和する安心して暮らせ

るまち」の実現を目指し、以下の方針のもと整備を図っていく。 
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・大規模敷地の土地利用転換にあわせて、土地の高度利用を図り、教育・研究・文化・交流・

都市型居住機能が複合した新たな大学関連施設等を誘導する。また、交通広場を含む足立区

画街路第 12号線を新設し、駅へのアクセスや交通結節点としての機能を確保する。 

・駅前から延びる足立区画街路第 13 号線の整備により、路線型商店街における快適な買い物

空間の創出や賑わいの維持発展を図る。 

・都市計画道路等の整備や大規模敷地の規制誘導により、防災機能を強化し、災害時における

市街地の安全性を確保する。 

・既成市街地における建替え誘導にあわせて、多様で良質な住宅供給をはじめ、建物の不燃化、

細街路の拡幅、公園緑地等の整備を推進し、良好な居住環境の形成と防災性の向上を図る。 

 

３.整備地区の土地利用に関する事項 

住宅複合用地 １０．９ha (５２．７％) 

複合用地※(1) １．８ha ( ８．７％) 

複合用地※(2) ０．７ha ( ３．４％) 

公益施設用地  ０．３ha ( １．４％) 

教育施設用地  ２．５ha (１２．１％) 

公園緑地・広場 ０．４ha ( １．９％) 

道 路 ４．１ha (１９．８％) 

合 計 ２０．７ha (１００．０％) 

 

 

 

４.住宅等の整備に関する事項 

（１）主要な街区における住宅等の整備に関する事項 

団地名 
（工区名） 
（面積） 

事業手法 施行者 建設戸数 住宅建設の基本方針 

Ａ工区 

（約 3.5ha） 

民間住宅 

建設事業 
民間事業者 約２５戸 

・駅に近接する立地を生かして、

道路整備に関連した移転用代替

地における利便性の高い良質な

住宅等の建設を誘導する。 

（２）その他の街区における住宅等の整備に関する事項 

・木造住宅等が密集する既成市街地においては、建替え誘導にあわせて、建物の不燃化や良好

な居住環境の整備を推進する。また、駅前及び鉄道沿いにおいては、建物の不燃化や共同化、

協調化等を積極的に誘導し、居住環境の向上を目指す。これらにより、約３７５戸の住宅を

供給する。 

 

以上により、約４００戸の良質な住宅整備を図る。 

 

※(1)大学関連施設の複合用地 
※(2)地域開放施設・大学関連施設の複合用地 
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５．公共施設及び公益施設の整備に関する事項 

（１）主要な施設の整備に関する事項 

施設名 整備の内容 

公 
共 
施 
設 

道路 

名称 種別等 事業量 備考 

足立区画街路 

第１２号線 
道路改築 

幅 員    １６ｍ 

延 長  約２６０ｍ 

交通広場 約 2,500ｍ２ 

平成 20年 2月 

都市計画決定 

足立区画街路 

第１３号線 
道路改築 

幅 員    １２ｍ 

延 長  約 ６０ｍ 

平成 20年 2月 

都市計画決定 

（２）その他の施設に関する事項 

・大規模敷地において、足立区画街路第 12号線と敷地外周の既存道路とを結ぶ区画道路を整備

する。また、オープンスペースを確保して、歩行者ネットワーク機能の向上を図る通路や歩

道状空地、中央コミュニティ広場の整備を誘導する。 

・これらの整備にあわせて、大規模敷地の足立区画街路第 12号線の沿道や広場部分においては、

街路樹と並列する植栽を建築物の壁面後退部分に誘導し、人が歩いて緑豊かに感じる緑のス

トリートの形成に努める。また、足立区緑の保護育成条例等に基づく緑化指導や地区計画の

緑化率制限等により建築敷地内の緑化や建築物の壁面・屋上緑化を積極的に誘導し、みどり

率 40％の確保を目指していく。 

・周辺の既成市街地において、建替え誘導にあわせた細街路、隅切り等の整備を図る。また、

地区計画や足立区接道部緑化助成制度等により沿道の生垣化を誘導し、緑の歩行者ネットワ

ークの形成を図るとともに、地区施設としての公園・緑地の検討を行う。 

・その他、地区内において、交通、防災、生活利便機能、景観の向上に資する必要な施設とと

もに、路線型商店街のバリアフリー化などの整備に努める。 

 

６．その他必要な事項 

（１）事業施行予定期間 

・平成２０年度～平成３２年度の１３年間とする。 

 

（２）その他 

事業導入当初から地元住民等との協議の場である「北千住駅東口周辺地区まちづくり連絡会」

や、事業者との協議の場である「千住旭町地区開発調整協議会」等を継続的に開催し、区と区民、

民間事業者等の協働により、本事業の推進を図っていく。 

また、以下の関連計画の策定とともに、都市計画の決定又は変更、条例による指定等にあわせ

て実施を図る。 

・足立区ユニバーサルデザインのまちづくり条例に基づく千住旭町地区まちづくり計画の策定

(平成 19年 10月、平成 21年 7月変更) 

・足立区画街路第 12号線の都市計画決定(平成 20年 2月) 

・北千住駅付近広場 2 及び補助第 191 号線の廃止(平成 20 年 2 月)、足立区画街路第 13 号線の

都市計画決定 (平成 20年 2月) 
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・千住旭町地区地区計画の決定(平成 20年 2月、平成 20年 12月変更) 

・用途地域等の変更(平成 20年 12月) 

・東京都建築安全条例に基づく新たな防火規制区域の指定 (平成 21年 2月、4月施行) 
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■区域図 
凡 例 
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■整備地区計画図 凡 例 

 

 
整備地区（約 20.7ha） 

 

 
重点整備地区（約 20.7ha） 

 

 
拠点的開発区域（約 3.5ha） 

 

 
住宅複合用地 

 

 
複合用地※(1) 

 

 
複合用地※(2) 

 

 
公益施設用地 

 

 
教育施設用地 

 

 
公園緑地 

 

 
主要な公共施設:道路（計画） 

 

 
その他の施設:道路（計画） 

 

 
その他の施設:通路（計画） 

 

 

その他の施設:公園緑地・広場
（計画） 

 

 
都市計画道路 

※(1)：大学関連施設の複合用地 

※(2): 地域開放施設・大学関連施設の 
複合用地 
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